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新
潟
県
小
学
校
長
会　

副
会
長　

佐　

藤　

人　

志

「
差
」
の
解
消
に
向
け
て

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が

ら
の
学
校
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
各
学
校

で
は
、
感
染
状
況
の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
、

工
夫
と
改
善
を
行
い
、
学
び
を
止
め
な
い
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
元
年

と
言
え
る
今
年
度
は
、
端
末
の
活
用
方
法
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
、
端
末
の
持
ち
帰

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
、
学
校
で
の
対
応

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
話
題
に

な
る
と
、「
市
町
村
間
格
差
」
や
「
学
校
間

格
差
」
等
の
「
差
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

十
月
に
開
催
さ
れ
た
全
連
小
調
査
研
究
担
当

者
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
も
、「
差
」
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
ど
の
地
域
で
あ
ろ

う
と
も
、
同
じ
条
件
整
備
の
も
と
で
推
進
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
、「
差
」
を
解
消
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
校
長
会
と
し
て
、
行
政
等
へ

の
働
き
掛
け
や
情
報
共
有
を
継
続
し
な
が
ら
、

「
差
」
の
解
消
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
校
内
に
目
を
向
け
る
と
、
職
員

間
で
共
通
理
解
を
図
っ
た
は
ず
な
の
に
・・・

と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職
員
の

受
け
止
め
方
や
認
識
の
「
差
」
が
、
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
表
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
校
長
の
職
務
と
し
て
、
チ
ー
ム
学
校

の
た
め
に
職
員
の
個
性
や
資
質
・
能
力
が
発

揮
さ
れ
る
よ
う
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

と
と
も
に
、
職
員
間
の
「
差
」
を
解
消
す
る

こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
令
和
四
年
度
概
算
要
求
を

見
ま
す
と
、
高
学
年
教
科
担
任
制
や
三
十
五

人
学
級
の
推
進
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
機
能

改
善
・
拡
充
等
、
今
後
の
動
向
が
把
握
で
き

ま
す
。
先
を
見
据
え
な
が
ら
、
目
の
前
の
子

ど
も
た
ち
の
今
と
将
来
の
笑
顔
、
職
員
の
笑

顔
の
た
め
に
、
校
長
も
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。（
上
越　

南
本
町
小
学
校
）

全
連
小
・
石
川
大
会
報
告
⑴

　

十
月
十
四
日
、
十
五
日
の
両
日
に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
、
第
七
十
三
回
全
国
連
合
小

学
校
長
会
研
究
協
議
会
石
川
大
会
は
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
誌
上
発
表

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
本
大
会
の
開
催
に
向

け
、
三
年
以
上
に
わ
た
り
準
備
を
進
め
て
こ

ら
れ
た
石
川
県
小
学
校
長
会
の
皆
様
の
思
い

や
、
昨
年
の
第
七
十
二
回
京
都
大
会
、
そ
し

て
今
年
の
第
七
十
三
回
石
川
大
会
が
、
二
年

連
続
で
紙
上
発
表
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
残
念
で
あ
る
。
発
表
内
容
を
受
け
、
今
後

の
学
校
経
営
に
生
か
す
と
と
も
に
、
発
表
か

ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　

大
会
主
題
は
「
自
ら
未
来
を
拓
き　

と
も

に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創
る　

日
本
人
の

育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」、
副

主
題
は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し　

主
体
的
・
協

働
的
に
学
び　

豊
か
な
未
来
社
会
を
創
る
子

ど
も
の
育
成
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
大
会
一
日
目
の
五
領
域
十

三
分
科
会
の
中
か
ら
、
参
加
予
定
で
あ
っ
た

Ⅳ
危
機
管
理
第
十
分
科
会
の
危
機
対
応
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

　

研
究
課
題
は
「
様
々
な
危
機
へ
の
対
応
と

未
然
防
止
の
体
制
づ
く
り
」、
研
究
の
視
点

は
「
視
点
①
い
じ
め
・
不
登
校
等
へ
の
適
切

な
対
応
と
体
制
づ
く
り
」
と
「
視
点
②
教
職

大会の概要

員
の
高
い
危
機
管
理
能
力
の
育
成
と
未
然
防

止
に
向
け
た
組
織
体
制
づ
く
り
」
で
あ
る
。

　

視
点
①
の
発
表
か
ら
は
、
い
じ
め
防
止
に

つ
い
て
「
未
然
防
止
」「
早
期
発
見
」「
早
期

対
応
」「
対
応
力
の
向
上
」
の
四
つ
の
視
点

の
取
組
に
お
い
て
、
校
長
の
指
導
性
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性
と
、
教
職
員
が
安
心

し
て
職
務
に
専
念
で
き
る
学
校
組
織
を
築
き

上
げ
る
こ
と
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
視
点
②
の
発
表
か
ら
は
、
様
々
な
危

機
を
想
定
し
た
研
修
や
訓
練
を
確
実
に
実
施

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
教
職
員
の
異
動
等
で
危

機
管
理
体
制
が
弱
体
化
し
な
い
よ
う
に
、
毎

年
の
確
認
と
見
直
し
、
情
報
共
有
と
共
通
理

解
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
危
機
対
応
や
体
制
づ
く
り
に
お

い
て
、
今
後
若
手
教
員
が
増
え
る
中
、
組
織

的
な
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
も
分
か

っ
た
。

　

危
機
対
応
に
つ
い
て
、
学
校
が
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
は
多
岐
に
わ
た
る
。

校
長
自
身
が
常
に
危
機
管
理
意
識
を
高
く
も

つ
と
と
も
に
、
教
職
員
及
び
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
危
機
対
応
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
発
表
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
。

（
新
潟　

青
山
小
学
校
）
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全
連
小
・
石
川
大
会
報
告
⑵

大会の概要

長
岡
市
三
島
郡
小
学
校
長
会

「
教
育
は
未
来
の
希
望
」の
実
現
を
目
指
し
て

郡 市
政令指定都市
だ よ り

　
「
米
百
俵
の
ま
ち
」
長
岡
市
と
、「
良
寛
生

誕
の
地
」
出
雲
崎
町
。
長
岡
市
三
島
郡
小
学

校
長
会
は
、
長
岡
市
五
十
五
名
、
出
雲
崎
町

一
名
に
総
合
支
援
学
校
と
附
属
長
岡
小
学
校

の
二
名
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
計
五
十

八
名
で
活
動
し
て
い
る
。

　

長
岡
市
・
出
雲
崎
町
両
教
育
委
員
会
及
び

郡
市
中
学
校
長
会
、
関
係
機
関
と
の
綿
密
な

連
携
を
図
り
、
当
郡
市
の
教
育
課
題
の
解
決

に
向
け
、
教
育
上
の
諸
問
題
を
研
究
し
、
小

学
校
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
年
間
七

回
の
校
長
会
に
加
え
、
専
門
部
長
・
委
員
長

会
、
研
修
部
・
福
利
部
に
よ
る
三
回
の
研
修

会
等
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

一　

子
ど
も
に
視
点
を
当
て
た
多
彩
な
研
修

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
希
望
を
抱

き
、「
幸
せ
」
を
実
感
で
き
る
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
、
校
長
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し

た
研
修
を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
度
、
研
修
部
は
、
新
潟
大
学
教
育
学

部
教
授
有
川
宏
幸
様
を
講
師
に
招
き
、「
応

用
行
動
分
析
の
理
解
と
活
用
」
に
つ
い
て
、

講
演
会
を
開
催
し
た
。
環
境
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

に
起
因
す
る
子
ど
も
の
行
動
を
理
解
し
、
行

動
を
変
え
る
た
め
に
学
校
運
営
を
見
直
し
て
、

新
た
な
価
値
を
子
ど
も
理
解
か
ら
見
出
す
こ

と
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
た
。
ま
た
、
県
小

教
研
学
習
改
善
調
査
研
究
事
業
報
告
会
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
協
力
校
か
ら
の
報
告
を

基
に
、
自
校
の
実
態
に
即
し
た
、
具
体
的
で

実
効
性
あ
る
取
組
に
生
か
し
て
い
る
。

二　

会
員
の
情
報
共
有
を
図
る
取
組

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
で
も
、
情
報
共
有
の
歩
み

を
止
め
な
い
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
長
岡
市

の
施
設
を
会
場
に
対
面
で
の
定
例
校
長
会
を
開

催
し
て
い
る
。
学
校
運
営
上
必
要
な
事
項
の
調

査
研
究
・
打
合
せ
、
会
員
間
の
連
携
等
、
幅
広

い
分
野
に
渡
り
、
協
議
を
深
め
て
い
る
。
年
間

二
回
発
行
さ
れ
る「
悠
親
会
だ
よ
り（
会
報
）」

で
は
、
持
続
可
能
な
新
し
い
学
校
の
姿
「
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
」
を
創
造
す
る
学
校
経
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
提
言
や
各
校
の
特
色
あ
る
教
育

実
践
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
的
な
交

流
が
な
か
な
か
図
れ
な
い
現
状
を
打
破
す
る
た

め
、
定
例
校
長
会
の
際
に
座
談
会
を
設
け
た
り
、

共
有
フ
ォ
ル
ダ
内
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
応
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
活
用
し
た
り
し
て
、
情
報
共
有

を
図
る
取
組
を
工
夫
し
て
い
る
。

　

長
岡
市
の
「
夢
づ
く
り
教
育
」、
出
雲
崎

町
の
「
夢
・
感
性
あ
ふ
れ
る
教
育
」
は
、「
教

育
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
希
望
」
と
な
る

こ
と
で
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
当
小

学
校
長
会
は
、
力
強
く
歩
み
を
続
け
て
い
く
。

一　

は
じ
め
に

　

参
加
予
定
で
あ
っ
た
第
一
分
科
会
の
研
究

課
題
は
、「
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」
で
あ
る
。
研
究
課
題

に
基
づ
き
、
鹿
児
島
市
立
桜
丘
小
学
校
か
ら
、

紙
面
で
研
究
が
報
告
さ
れ
た
。

二　

研
究
の
概
要

㈠
題
目

　「
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
校
長

の
経
営
理
念
と
方
策
～
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
を
目
指
し
た
学
校
経
営
の
推
進
～
」

㈡
研
究
の
内
容

　

教
師
は
、
教
師
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
、

子
ど
も
を
育
て
る
情
熱
や
愛
情
な
ど
を
自
分

自
身
で
逐
次
育
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
成
長
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　

教
師
に
は
、「
人
と
し
て
」
ど
う
あ
る
べ

き
か
の
視
点
か
ら
、「
人
間
性
」（
教
師
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
）、「
社
会
性
」（
教
師

と
し
て
果
た
す
役
割
は
何
か
）、「
効
率
性
」

（
成
果
を
出
す
た
め
に
ど
れ
く
ら
い
費
や
す

か
）
の
三
つ
の
資
質
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

資
質
を
培
う
た
め
の
方
策
を
追
求
し
た
。

〇
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
改
善

　

教
師
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
、
教
師
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
よ
り
明
確
に

想
像
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
人
間
性
」、「
社
会
性
」
が
強
化
さ
れ
る
。

〇
校
内
研
修
の
改
善

　

教
師
が
学
び
の
本
質
を
理
解
し
、
子
ど
も

の
思
考
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
授
業
観
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
。
授
業

改
善
に
よ
り
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
が
高

ま
り
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
が
築
か
れ
る
等
、

生
徒
指
導
や
学
習
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、「
人
間
性
」「
社
会
性
」「
効

率
性
」
が
強
化
さ
れ
る
。

〇
校
務
分
掌
編
成
上
の
工
夫

　

情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
携
促
進
、
マ

ン
パ
ワ
ー
を
生
み
出
す
適
材
適
所
、
事
務
処

理
時
間
の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
に
よ

り
、
教
師
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
、
同
僚
と

の
連
携
の
必
要
性
等
、
教
育
を
つ
か
さ
ど
る

者
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
（
人
間
性
）
や
時

間
の
有
効
活
用
へ
の
意
識
化
（
効
率
性
）
が

図
ら
れ
る
。

三　

お
わ
り
に

　

新
た
な
こ
と
を
始
め
る
の
で
は
な
く
、
今

や
っ
て
い
る
こ
と
を
「
捉
え
直
す
」
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
校
長
を
は
じ
め
、
教
師
自
身

が
取
組
を
意
味
付
け
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
が
見
出
さ
れ
、
教

師
と
し
て
の
成
長
が
期
待
で
き
る
。

（
上
越　

八
千
浦
小
学
校
）
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剣
野
小
学
校
は
、
今
年
で
三
十
周
年
を
迎

え
る
。
現
在
、
三
百
六
十
一
名
の
子
ど
も
が
、

教
育
目
標
「
い
き
い
き
遊
び
、
い
き
い
き
学

ぶ
子
」
の
下
、
伸
び
伸
び
と
過
ご
し
て
い
る
。

　

今
回
、
周
年
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

有
り
難
か
っ
た
の
は
、
先
人
が
ま
と
め
て
く

だ
さ
っ
た
「
草

創
期
ガ
イ
ド
ブ

ブ
ッ
ク
剣
野

小
も
の
が
た

り
」
の
冊
子
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
開
校
の
経
緯
か
ら
当

時
の
学
校
風
景
ま
で
、
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

内
容
が
子
ど
も
用
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
学

校
創
造
へ
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
奮
闘
記
の
底
流

に
は
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
充
実
し
た

教
育
を
」
と
い
う
一
貫
し
た
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
全
校
で
読
書
日
を
設
け
、
在
り

し
日
を
知
り
、
原
点
回
帰
の
年
と
し
て
い
る
。

一　

愉
し
む
自
然
園

　

校
区
は
、
国
道
八
号
線
沿
い
に
造
成
さ
れ

た
住
宅
地
が
広
が
る
。
だ
が
、
校
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
奥
に
は
ト
ン
ボ
・
ザ
リ
ガ
ニ
水
路
、

雑
木
林
の
「
み
ま
森
の
里
」、
樹
木
園
が
あ

り
、
野
鳥
の
囀
り
が
聞
か
れ
、
飛
来
す
る
カ

ル
ガ
モ
も
人
気
の
恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
る
。

「
剣
野
小
も
の
が
た
り
」
を
読
む
と
、
開
校

学校紹介

柏
崎
市
立
剣
野
小
学
校

「
剣
野
小
も
の
が
た
り
」
の
志
を

今
に
つ
な
ぐ

時
に
地
域
・
保
護
者
を
巻
き
込
み
、
裏
山
も

含
め
た
大
が
か
り
な
整
備
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
陰
で
あ
っ
た
。
今
年
も
「
み
ま
森
の

里
」
で
は
、
低
学
年
の
子
ど
も
に
よ
る
遊
び

の
基
地
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
。
何
で
も

遊
び
に
し
て
し
ま
う
子
ど
も
に
と
っ
て
、
心

く
す
ぐ
ら
れ
る
環
境
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

二　

ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
行
事
復
活

ウ
イ
ル
ス
禍
で
あ
っ
て
も
、
登
下
校
の
見

守
り
等
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
存
在
に
、
子
ど
も
は
「
剣
野
は
い
つ
も

変
わ
ら
な
い
」
と
安
心
感
を
抱
く
。
昨
年
で

き
な
か
っ
た
活
動
は
対
策
を
立
て
、
少
し
ず

つ
復
活
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
特
に
喜
ば
れ
た
の
が
、
運
動
会

で
の
柏
崎
郷
土
民
謡
「
野
良
三
階
節
」
の
復

活
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
が
太
鼓
を
た
た
き
な

が
ら
返
し
歌
を
歌
い
、
地
域
の
有
志
が
生
歌

と
踊
り
で
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
運
動
会
の

最
後
を
盛
り
上
げ
た
。
地
域
の
祭
り
が
軒
並

み
中
止
に
な
る
中
で
も
、
曲
が
流
れ
る
と
踊

り
は
身
体
が
覚
え
て
い
た
。
習
得
ま
で
地
道

に
練
習
に
励
ん
だ
、
お
囃
子
役
の
子
ど
も
は

「
来
年
も
や
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

引
き
継
が
れ
る
伝
統
の
魅
力
を
心
に
刻
む
姿

は
、
何
と
も
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。

教
研
学
習
改
善
調
査
研
究
事
業
報
告
会
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
協
力
校
か
ら
の
報
告
を

基
に
、
自
校
の
実
態
に
即
し
た
、
具
体
的
で

実
効
性
あ
る
取
組
に
生
か
し
て
い
る
。

二

会
員
の
情
報
共
有
を
図
る
取
組

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
で
も
、
情
報
共
有
の
歩
み

を
止
め
な
い
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
長
岡
市

の
施
設
を
会
場
に
対
面
で
の
定
例
校
長
会
を
開

催
し
て
い
る
。
学
校
運
営
上
必
要
な
事
項
の
調

査
研
究
・
打
合
せ
、
会
員
間
の
連
携
等
、
幅
広

い
分
野
に
渡
り
、
協
議
を
深
め
て
い
る
。
年
間

二
回
発
行
さ
れ
る「
悠
親
会
だ
よ
り（
会
報
）」

で
は
、
持
続
可
能
な
新
し
い
学
校
の
姿
「
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
」
を
創
造
す
る
学
校
経
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
提
言
や
各
校
の
特
色
あ
る
教
育

実
践
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
的
な
交

流
が
な
か
な
か
図
れ
な
い
現
状
を
打
破
す
る
た

め
、
定
例
校
長
会
の
際
に
座
談
会
を
設
け
た
り
、

共
有
フ
ォ
ル
ダ
内
に
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
応
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
活
用
し
た
り
し
て
、
情
報
共
有

を
図
る
取
組
を
工
夫
し
て
い
る
。

長
岡
市
の
「
夢
づ
く
り
教
育
」、
出
雲
崎

町
の
「
夢
・
感
性
あ
ふ
れ
る
教
育
」
は
、「
教

育
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
希
望
」
と
な
る

こ
と
で
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
当
小

学
校
長
会
は
、
力
強
く
歩
み
を
続
け
て
い
く
。

（
神
田
小
学
校

田
邊
輝
明
）

　

佐
渡
金
銀
山
の
麓
に
位
置
す
る
本
校
は
、

明
治
六
年
創
立
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
児
童

数
七
十
七
名
の
小
規
模
校
で
あ
る
。

一　

総
合
を
軸
に
し
た
「
相
川
学
」
の
取
組

　

学
区
は
昔
か
ら
歴
史
と
文
化
の
中
心
で
あ

り
、
江
戸
時
代
は
鉱
山
の
町
と
し
て
栄
え
た
。

本
校
で
は
、
こ
の
相
川
の
豊
か
な
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
学
ぶ
教
育
「
相
川
学
」
を
中
心

に
、
地
域
を
愛
し
地
域
と
つ
な
が
る
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

㈠
も
り
あ
げ
よ
う
！
相
川
の
ま
つ
り

　

三
年
生
は
、
相
川
に
伝
わ
る
「
宵
乃
舞
」

「
鉱
山
祭
り
」「
相
川
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
、

地
元
の
民
謡
団
体
か
ら
学
ん
で
い
る
。「
宵

乃
舞
」
で
は
、
民
謡
「
相
川
音
頭
」
を
唄
っ

た
り
踊
っ
た
り
す
る
。
踊
り
は
前
年
に
経
験

し
た
四
年
生
が
三
年
生
に
教
え
、
当
日
は
三

年
生
と
四
年
生
が
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
。

㈡
「
や
わ
ら
ぎ
節
」を
守
ろ
う
！
伝
え
よ
う
！

　

四
年
生
は
、
金
山
に
伝
わ
る
神
事
芸
能

「
や
わ
ら
ぎ
節
」
を
地

域
の
継
承
者
か
ら
学
ん

で
い
る
。

　
「
や
わ
ら
ぎ
節
」
は
、

金
掘
り
大
工
が
金
を
掘

る
と
き
に
柔
ら
か
い
岩

盤
に
打
ち
当
た
っ
て
ほ

学校紹介

佐
渡
市
立
相
川
小
学
校

地
域
を
愛
し
地
域
と
つ
な
が
る

子
ど
も
の
育
成

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
唄
っ
た
労
働
歌

で
、
金
山
で
働
く
人
々
が
宴
会
の
席
で
唄
い
、

祝
い
唄
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

㈢
唄
い
・
奏
で
・
踊
ろ
う
！
「
佐
渡
お
け
さ
」

　

五
年
生
は
、
民
謡
「
佐
渡
お
け
さ
」
に
つ

い
て
そ
の
歴
史
や
意
味
を
地
域
の
専
門
家
な

ど
か
ら
学
ん
で
い
る
。
併
せ
て
、「
地
方

（
じ
か
た
）」（
三
味
線
、
笛
、
太
鼓
）、
唄
、

踊
り
を
教
わ
り
、
子
ど
も
だ
け
の
演
奏
を
目

指
し
て
い
る
。
運
動
会
の
全
校
種
目
で
あ
る

「
全
校
佐
渡
お
け
さ
」
の
演
奏
も
担
当
す
る

（
今
年
度
、
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
実
施
せ
ず
）。

　
「
相
川
学
」
は
、
生
活
科
や
図
画
工
作
科

な
ど
、
各
教
科
等
と
も
関
連
を
図
り
な
が
ら

取
組
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
五
年
生
の

図
画
工
作
科
で
は
、「
相
川
学
」
を
と
お
し

て
捉
え
直
し
た
相
川
の
町
を
、
新
た
な
思
い

で
風
景
画
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
年
生

の
生
活
科
「
昔
遊
び
」
で
は
、
本
校
で
製
作

し
た
「
相
川
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
で
遊
び
な

が
ら
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
る
。

　

今
年
度
、
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録

国
内
推
薦
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、

「
相
川
学
」
の
学
習
を
と
お
し
て
、
地
域
を

愛
し
地
域
と
つ
な
が
る
子
ど
も
を
育
て
て
い

き
た
い
。

二　

教
科
等
と
の
関
連
を
図
る
「
相
川
学
」
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保内三王山古墳群全体図

三
条
市
　
保
内
三
王
山
古
墳
群

一　

は
じ
め
に

　

数
年
前
か
ら
続
く
古
墳
ブ
ー
ム
。
全
国
的

に
静
か
に
広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
内
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
数

の
古
墳
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
て
み

る
と
お
よ
そ
十
六
万
基
以
上
。
こ
れ
は
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
数
の
約
三
倍
に
な
り
ま
す
。

　

当
然
、
県
内
に
も
多
く
の
古
墳
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
今
か
ら
千
七
百
年
ほ
ど

前
の
古
墳
時
代
前
期
か
ら
、
大
和
王
権
の
力

が
及
ん
で
い
た
証
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
三
条
市
内
に
あ
る
「
保
内
三
王

山
古
墳
群
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二　

保
内
三
王
山
古
墳
群
に
つ
い
て

㈠
　
場
　
　
所

　

こ
の
古
墳
群
は
三
条
市
の
東
部
、
Ｊ
Ｒ
保

内
駅
か
ら
徒
歩
十
分
ほ
ど
の
丘
陵
の
尾
根
沿

い
に
あ
り
ま
す
。
近
年
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、

気
軽
に
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㈡
　
時
代
と
規
模

　

古
墳
時
代
前
期
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
、

前
方
後
方
墳
、
造
出
付
円
墳
と
、
古
墳
時
代

後
期
に
造
ら
れ
た
円
墳
、
方
墳
の
計
十
七
基

の
古
墳
で
構
成
さ
れ
る
古
墳
群
で
す
。

㈢
　
歴
史
的
価
値

　

こ
の
古
墳
群
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
地
元

郷
土
史
研
究
者
か
ら
情
報
を
得
た
新
潟
大
学

の
甘
粕
教
授
ら
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
信
濃
川
右
岸
地
域
に
は
古
墳
群
が

確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
潟
県
古
代
史
の
空

白
を
埋
め
る
大
発
見
で
し
た
。

㈣
　
時
代
背
景

　

大
和
王
権
に
認
め
ら
れ
た
三
条
の
豪
族
は
、

代
々
上
保
内
の
丘
陵
に
古
墳
を
築
き
ま
し
た
。

築
か
れ
た
順
は
、
前
方
後
方
墳
、
造
出
付
円

墳
、
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
条
は
、
大
和
王
権
の
北
進
の
最
前
線
と
し

て
重
要
な
位
置
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
地
を

治
め
る
豪
族
は
、
大
和
王
権
と
結
び
付
き
を

強
め
て
い
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
大
和
王
権

有
力
者
の
古
墳
の
形
で
あ
る
前
方
後
円
墳
を

造
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
地
域
に
あ
る
前
方
後
円

墳
は
、
西
蒲
区
の
菖
蒲
塚
古
墳
、
弥
彦
村
の

稲
場
塚
古
墳
と
三
条
市
の
保
内
三
王
山
古
墳

の
三
基
で
す
。
こ
れ
が
で
き
た
の
は
、
四
世

紀
後
半
の
出
来
事
で
す
。

㈤
　
空
白
の
百
年
間

　

繁
栄
を
極
め
た
三
条
の
豪
族
で
す
が
、
前
方

後
円
墳
が
築
か
れ
た
後
、
百
年
間
の
空
白
期
間

が
あ
り
ま
す
。
古
墳
時
代
中
期
に
は
、
保
内
三

王
山
古
墳
群
に
古
墳
が
造
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

す
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

郷土　
風土記

学校経営に役立つ
情報満載

県小学校長会
ＨＰへアクセス

㈥
　
北
方
進
出
ル
ー
ト
の
変
更

　

古
墳
時
代
前
期
に
お
け
る
大
和
王
権
の
北

進
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
、
日
本
海
か
ら
信
濃
川

を
さ
か
の
ぼ
り
、
三
条
を
経
て
、
八
十
里
越

え
か
ら
会
津
に
至
る
ル
ー
ト
で
し
た
。
そ
れ

が
古
墳
時
代
中
期
に
な
る
と
、
群
馬
県
か
ら

栃
木
県
を
通
っ
て
北
進
す
る
「
東
山
道
ル
ー

ト
」
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
三

条
と
大
和
王
権
の
結
び
付
き
も
低
下
し
、
最

新
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

政
治
や
経
済
の
面
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
空
白
の
百
年
の
原
因
は
、

北
進
ル
ー
ト
変
更
の
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。

㈦
　
蘇
っ
た
古
墳
群

　

空
白
の
百
年
の
後
、
六
世
紀
初
め
に
な
る

と
、
再
び
保
内
三
王
山
古
墳
群
に
古
墳
が
造

ら
れ
ま
す
。
小
さ
な
円
墳
や
方
墳
が
十
四
基

密
集
し
て
造
ら
れ
た
「
群
集
墳
」
と
呼
ば
れ

る
形
で
す
。
そ
の
う
ち
の
五
号
墳
か
ら
は
、

須
恵
器
や
土
師
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
当

時
須
恵
器
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え
ら
れ
た

最
新
技
術
で
、
畿
内
で
作
ら
れ
た
物
が
こ
の

地
に
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
な
ぜ
再
び

三
条
に
光
が
当
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

㈧
　
後
方
支
援
地
と
し
て
の
三
条

　
「
東
山
道
ル
ー
ト
」
は
変
わ
ら
ず
北
進
の

重
要
ル
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
、
水
田
開
発

が
可
能
な
信
濃
川
中
流
域
に
あ
り
、
交
通
の

要
で
あ
っ
た
三
条
は
、
後
方
支
援
地
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
新
技
術

が
群
馬
県
か
ら
魚
沼
地
方
を
経
て
三
条
に
や

っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
、
再
び
三
条
の
豪
族

が
力
を
付
け
ま
し
た
。
六
世
紀
中
頃
ま
で
続

い
た
よ
う
で
す
。

三　

終
わ
り
に

　

お
よ
そ
三
百
年
続
い
た
三
条
豪
族
の
繁
栄
。

副
葬
品
も
豪
華
で
棺
か
ら
鏡
・
鉄
剣
・
鉄
斧

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
鉄

剣
や
鉄
斧
は
三
条
の
優
れ
た
鍛
冶
技
術
で
復

元
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
鉄
剣
の
復
元
品

は
出
土
品
と
一
緒
に
「
三
条
市
歴
史
民
俗
資

料
館
」
で
展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度

ご
覧
に
な
り
に
来
ま
せ
ん
か
。

　
（
資
料
提
供　

三
条
市
教
育
委
員
会
）

（
三
条　

保
内
小
学
校
）




